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試合当日のスケジュール

※試合運営に必要な備品、JBAからの手配物は、試合前日まで確認を済ませておくようお願いいたします。

ランダウン 内容 備考
～1時間前 試合開始1時間前までに設営完了

チーム受付　スタッフ配置 コートクリア、出入口開放
チームチェックイン開始（ADカード配布、会場注意事項等の伝達） ※検温、健康チェックシート回収（コロナ対応）
ゲームエントリー　メンバー表　提出受付

50分前 大会関係者、来場者等　受付開始（ADカード配布） ※検温、健康チェックシート回収（コロナ対応）
ゲームエントリー　メンバー表　提出最終締切
ウォーミングアップ開始

10分前 TO、コートキーパー、ゲーム管理者など　配置完了
7分前 コーチサイン、スターティング5の最終確認
3分前 試合開始3分前（TOはブザーで知らせる）
1分半前 両チームベンチ戻る（TOはブザーで知らせる）
TIPOFF 試合開始
1Q 1クォーター　10分（インターバル2分間）
2Q 2クォーター　10分
ハーフタイム 10～15分間　　　※各会場で時間は決めてよい ※アリーナ換気（コロナ対応）
3Q 3クォーター　10分（インターバル2分間）
4Q 4クォーター　10分
試合終了 ※同点の場合、1回5分間のオーバータイムを決着がつくまで行う 出入口開放

大会関係者、来場者、チーム関係者など　順次退場 ※ADカード回収
会場撤収作業 ※備品等の消毒作業（コロナ対応）

撤収完了 撤収完了（解散）

60分前

試合終了後

45分前
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運営スタッフ配置計画・担当

※試合運営で必要なスタッフ人数の目安です。

所属 人員 備考

JBA(任命)

開催都県協会 1 原則としてブロックリーグ実行委員

チーム

関係者

メディア

TO ホストチーム 4 高校生

モッパー ホストチーム 2 高校生

競技役員 開催都県協会

広報委員 開催都県協会

補助役員 ホストチーム 必要人数 高校生

ブロックリーグ実行委員のサポート役員
試合動画管理（撮影依頼可能）

会場責任者が兼務

その他役員

1開催都県協会

1

担当

受付

大会責任者

会場責任者

競技関連
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開催都県の担当者の役割

役割 担当 業務内容・役割

会場責任者

開催都県協会
関東リーグ
実行委員

（代行可能）

【試合前】
●運営会議後に確定した会場校を確認（Bリーグとコラボの場合は別途）
●担当試合の審判員を県協会へ依頼（試合日時・トスアップ・対戦カード）
●チームとの連絡及び確認（到着時間、トスアップ、観客有無、審判）
●集合時間及び受付の設置場所や審判控室の準備等を会場校と調整
●スコアシートの準備（本部より配布）

【試合中】
●ゲーム管理者として試合に⽴ち会う（TOサイドに管理者席）

【試合後】
●結果報告書・日当⽀払い・会計報告 → 関東協会事務局へ

会場役員 開催都県協会
U18部会

【試合前】
●動画撮影機材の準備、サイトの確認（関東協会youtubeチャンネル）

【試合中及び試合後】
●試合映像撮影 → タブレットを利⽤して専⽤チャンネルにアップ
●試合結果報告 → スマホを利⽤して専⽤速報サイトに投稿

審判員 開催都県協会
審判員3名

① 開催都県協会の派遣審判員として参加
② インストラクターの派遣可（費⽤は開催都県協会）
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開催主管者（ホストチーム）の役割

役割 担当 業務内容・役割

主管者
(ホストチーム)

関東ブロックリーグ
出場チーム

【事前準備】
●当日試合運営に関して、各都県協会の実行委員から連絡があります。
（会場について、試合日のスケジュール、トスアップ、観客の有無、審判など）

◆ゲームの観客動員について
① 学校施設を利⽤する場合

⇒ 観客の有無や観戦ルール設定は会場校に従う
○観客については会場校の利⽤規定を遵守すること
○JBAが定める「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を遵守すること
○各チームは観客の有無やルールを決定し、担当者へ連絡する

(例) 入場制限なし、無観客、チームによる招待者のみ入場可等
② 公共体育館施設を利⽤する場合

⇒ 観客の有無や観戦ルール設定は開催都県協会U18部会が行う
○観客については⾃治体及び施設の利⽤規定を遵守すること
○JBAが定める「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を遵守すること

【試合当日に行っていただきたいこと】
●コート、ベンチの準備
●審判控室の準備
●受付及び観客席の準備
●TOの配置（主管チーム生徒）
●対戦チーム対応等（練習試合時と同様で）



2．設営
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各会場手配物 ※品物のデザインはイメージです。

※上記の手配物は、試合初日の2日前までに会場校へお送りいたします。 ※試合球は毎試合ご持参いただくようお願いします。

設置場所 品名 イメージ サイズ 送り元 部数 設置場所 品名 イメージ サイズ 送り元 部数

A 大会横断幕
(JBA旗含む)

縦100cm×
横600cm JBA

各会場
1枚

(要返却)
F 会場入口

看板
縦200cm×
横100cm JBA

各会場
1セット

(要返却)

B 協賛社旗 縦100cm×
横150cm JBA

各会場
1枚

(要返却)
G 受付看板 縦160cm×

横60cm JBA
各会場
1セット

(要返却)

C その他の旗
(開催地協会)

※各都県協会で
対応 ― ― H 星取表

縦85cm×
横120cm

(ホワイトボードサイズ)
JBA

各チーム
1枚

D
G

TOバナー
受付バナー

縦72cm×
横300cm JBA

各会場
3枚 ― ADカード

(ケース付）

縦10cm×
横14.8cm

(ハガキサイズ)
JBA

TEAM
各チーム分

GUEST
各会場20枚

E
G

広告看板/
広告宣伝物
(バルーン)

バルーン大 縦90cm
(コートサイド)

バルーン中 縦50cm
バルーン小 縦30cm

(受付)

JBA
各会場
大2

中or小1
― パンフレット A4サイズ

（PDFデータ） JBA ―

― 試合球
モルテン製

男子：B7G5000
女子：B6G5000

モルテン 各チーム
2球 ― 案内サイン

(各諸室看板)
A3サイズ

（PDFデータ） JBA
必要に
応じて
印刷
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会場見取図︓全体図（イメージ）

AWAYチームベンチ HOMEチームベンチ

＜施設確認事項＞
●体育館までの動線
●トイレ・手洗い場
●AED設置場所
●非常口(経路)
●コロナ対策

D

= 手配物 設置場所

A

G

※会場内には、原則、ADカード保有者しか入れません。
（保護者を入れる際には、健康チェックシートが確認できたことが分かるよう各会場にてご対応ください。）

B C F

チーム関係者席 チーム関係者席

メ
デ
ィ
ア
席

関
係
者
席

カ
メ
ラ
エ
リ
ア

カ
メ
ラ
エ
リ
ア

映像撮影

TO

モップモップ

E E

会場入口

H

G
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会場見取図︓アリーナ面（イメージ）

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ

2F観客席

2F観客席

2F観客席2F観客席

1Fアリーナ席

1Fアリーナ席

1
Ｆ
コ
ー
ト
エ
ン
ド
席

：JBA管理エリア

30m

シーズンスポンサー

シーズンタイトル看板

掲出広告サイズ（最大）

2.15m

0
.7
5
m

TV

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ

ベンチ ベンチ

1
Ｆ
コ
ー
ト
エ
ン
ド
席

○ 権益は、テレビ・ラジオ等放映権、スポンサー等に関する権利・義務および選手肖像権等、全てJBAに帰属します。
○ 主管者は、主管者に定められている権益を行使する場合は事前にJBAへ申請し、承認を得てください。
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○ チームベンチ、関係者席等は、新型コロナウイルス感染予防の観点から、「市松模様」で設置にしてください。
○ チームベンチは「18席(ゲームエントリー人数)」を基本とし、最低でも「13脚」用意してください。
○ テーブル交代席は「2脚」を用意してください。
○ TO席はオフィシャル「4席」と、インストラクター「1席」(派遣は任意)、TO席の近くにゲーム管理者「1席」用意してください。

ベンチエリアの設置

※上記の図が望ましいが、設置が難しい場合は会場責任者と協議のうえ、変更を認めます。

◆コートキーパー（モッパー）

※ベンチエリアには、ADカード保有者しか入れません。（チームはスタッフ3名、選手15名以内）

◆関係者席等（コートサイドもしくはエンド）

※設置の際はソーシャル・ディスタンスを確保してください。（市松模様など）※ベンチ向かい側に2か所、各1名(2名でも可)
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TO機材（ベンチエリア）

○ 各会場、機材トラブルの際に対応できるよう、1セットのバックアップを用意してください。（デジタイマー可）
○ ブザーは大音響フォーンが望ましい。（電子ブザーなどでも可）
○ チームファウルは積み上げ式のもので構いません。
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電光掲示板・24秒計

○ 得点・時間表示は、電光掲示板（対角）が望ましいが、設置が難しい場合にはTO席の対面に設置すること。
○ 24ショットクロックは14秒対応していること。（原則、デジタイマー不可）
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大会横断幕／協賛社旗等およびTOバナーの設置

※ JBA旗と同じ場所に掲揚できるのは共催・主管・後援のみ

○ 大会横断幕はベンチ側、センターラインを中心とし、設置してください。
○ 日清食品旗（特別協賛）は大会横断幕の左手、開催地都県協会（共催）は大会横断幕の右手に掲揚してください。
○ その他の旗（チーム旗なども含む）は、上記の掲揚物から2m以上離したうえで、設置してください。

都県協会



15

広告看板／広告宣伝物（日清食品バルーン）

○ 日清食品バルーン大は、両チームベンチの横に、1個ずつ、計2個を設置してください。
※コートから壁までスペースが狭い場合には、競技への支障がないよう、安全第一で臨機応変にご対応ください。

○ JBAオフィシャルライター・カメラマンが訪問した際には、試合前後で、バルーンを両サイドに囲んだ集合写真を撮りますので、
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

AWAYチームベンチ TO HOMEチームベンチ

バルーン完成までの
おおよその時間
(電動空気入れ使用)

①バルーン大
1個 約10分

②バルーン中or小
1個 約5分～7分
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会場入口看板（場外）

○ H2000×W1000mm
○ スタンド設置

○ 会場入口(場外)に設置してください。
○ スタンドを用意していますが、それが難しい場合には、ガラス面に貼っていただいても構いません。
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設営／大会入口看板

受付看板（会場入口近辺）／受付バナーの設置

■設置例

○ 会場入口近辺の受付に設置してください。

○ H1600×W720mm
○ スタンド設置
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会場入口（コロナ対応）

◆手指消毒
○ コロナ感染対策として、会場入口や受付、役員控室等に

アルコール消毒液を設置してください。

◆検温
○ 会場入口にて、必ず検温を行ってください。
※ 37.5℃以上の発熱がある場合には入場をお断りします。



19

設営／大会入口看板

連絡事項・星取表等（メッセージボード）

○ 会場内、フロア内や受付横など、来場者が見やすい場所（密にならない場所）に、会場における注意事項や星取表、
エントリーメンバー表など、連絡事項を貼り出してください。

○ ホワイトボードがない場合には、壁への貼り出しでも構いません。
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審判控室の設置

◆メッセージボード（割当など）
○ 審判運営についてはコンパクトな運営を目指します。
○ 審判控室を準備してください。

品名 イメージ 数 備考

アルコール消毒 1
コロナ感染対策として、
アルコール消毒液もしくは
除菌シートなど、設置してください。

ゴミ袋 ※ ※各会場の分別方法に準じて
　　設置してください。

飲料水
(ミネラルウォーター)

1試合につき
審判員に
各1本

現状、飲料メーカーは問いませんが、
場合によってメーカーラベルを
剝がしていただく場合があります。

◆ゴミ袋の設置
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設営／諸室看板・案内看板

会場案内サイン関連

○ 会場案内サイン（各諸室看板）は、主催者（JBA）よりテンプレートをデータで⽀給いたします。
○ 各試合会場で、必要に応じて作成・印刷し、見やすい場所に張り出してください。
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会場設備・諸室関連 チェックリスト

※あくまでも目安の為、すべて揃っていなくても構いません。
項目 No. 内容 チェックリスト JBA推奨 備考

大会備品 1 大会横断幕 □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 2 日清食品様　旗 □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 3 その他　旗（開催地 都道府県協会） □ 任意
大会備品 4 各チーム　旗 □ 任意
大会備品 5 TO席バナー（テーブルクロス） □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 6 TO機具一式（ストップウォッチ含む） □ 必須
大会備品 7 スコアシート・筆記⽤具 □ 必須
大会備品 8 試合球 □ 指定球必須 モルテン社より提供（8月に各チームへ提供）
大会備品 9 日清食品様　コートサイドバルーン大 □ 必須 電動空気入れで1個約10分
大会備品 10 日清食品様　コートサイドバルーン中or小 □ 電動空気入れで1個約5分
大会備品 11 電動空気入れ □ JBAより借⽤
大会備品 12 大会入口看板（フレーム付） □ 必須 JBAより借⽤、場所については臨機応変に対応可
大会備品 13 受付看板（フレーム付） □ 必須 JBAより借⽤
大会備品 14 受付⽤テーブルクロス □ 必須 TOバナーと同様の物
大会備品 15 関係者　受付⽤紙 □ 必須 （健康チェックシート忘れの場合、誓約書で対応）
大会備品 16 審判員　受付⽤紙 □ 必須
大会備品 17 審判⽤マスク □ 着⽤必須 今大会1人1個まで審判⽤マスクを配布
大会備品 18 報道・撮影関係者　受付⽤紙 □ 必須 取材申請書記入・名刺必須（GUEST ADカードで対応）
大会備品 19 OFFICIAL　ADカード □ 必須 各会場　大会運営スタッフ10枚、審判員3枚（要回収）
大会備品 20 GUEST　ADカード □ 必須 各会場　20枚（要回収）
大会備品 21 TEAM　ADカード □ 必須 各チームへ配布済み
大会備品 22 星取表 □ 会場内、見える場所へ掲出
大会備品 23 案内サイン □ 適宜
大会備品 24 □
大会備品 25 □
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大会備品 チェックリスト

項目 No. 内容 チェックリスト JBA推奨 備考
大会備品 1 大会横断幕 □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 2 日清食品様　旗 □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 3 その他　旗（開催地 都道府県協会） □ 任意
大会備品 4 各チーム　旗 □ 任意
大会備品 5 TO席バナー（テーブルクロス） □ 必須 指定場所へ掲出
大会備品 6 TO機具一式（ストップウォッチ含む） □ 必須
大会備品 7 スコアシート・筆記⽤具 □ 必須
大会備品 8 試合球 □ 指定球必須 モルテン社より提供（8月に各チームへ提供）
大会備品 9 日清食品様　コートサイドバルーン大 □ 必須 電動空気入れで1個約10分
大会備品 10 日清食品様　コートサイドバルーン中or小 □ 電動空気入れで1個約5分
大会備品 11 電動空気入れ □ JBAより借⽤
大会備品 12 大会入口看板（フレーム付） □ 必須 JBAより借⽤、場所については臨機応変に対応可
大会備品 13 受付看板（フレーム付） □ 必須 JBAより借⽤
大会備品 14 受付⽤テーブルクロス □ 必須 TOバナーと同様の物
大会備品 15 関係者　受付⽤紙 □ 必須 （健康チェックシート忘れの場合、誓約書で対応）
大会備品 16 審判員　受付⽤紙 □ 必須
大会備品 17 審判⽤マスク □ 着⽤必須 今大会1人1個まで審判⽤マスクを配布
大会備品 18 報道・撮影関係者　受付⽤紙 □ 必須 取材申請書記入・名刺必須（GUEST ADカードで対応）
大会備品 19 OFFICIAL　ADカード □ 必須 各会場　大会運営スタッフ10枚、審判員3枚（要回収）
大会備品 20 GUEST　ADカード □ 必須 各会場　20枚（要回収）
大会備品 21 TEAM　ADカード □ 必須 各チームへ配布済み
大会備品 22 星取表 □ 会場内、見える場所へ掲出
大会備品 23 案内サイン □ 適宜
大会備品 24 □
大会備品 25 □

※あくまでも目安の為、すべて揃っていなくても構いません。
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その他 チェックリスト

□ 役員控室（大会役員用）
➤ 諸室が少ないときは設置なしでも可

□ 審判控室、チーム選手更衣室
➤ 時間の調整をして密にならないように配慮すること。利用者数制限を設けるなど工夫をすること。

□ 駐車場確保（チームバス、役員用）
➤ 関係先に事前周知し、確保不可能の場合は公共交通機関での来館をアナウンスする。

□ ゴミについての対処
➤ 会場責任者と確認する。チームのゴミは各自で、運営のゴミは施設に確認。

□ 試合開催時の体育館の開場時間
➤ 原則、全会場、試合開始60分前とする。

□ 練習球（ボール）
➤ 原則、各チームで必要な数を用意する。

□ 緊急事態対応確認
➤ 試合前までに、会場非常口、消防署、救急病院（手配方法）、所轄警察を確認しておくこと。

□ ケガ・出血対応
➤ 出血対応用のマスク・ぞうきん・手袋・アルコール消毒など、救急セットを用意しておくこと。

□ 医事対応／医師待機（推奨）
□ 放送設備の準備・確認（推奨）

➤ 緊急時放送、表彰式など（マイク1本）



3．競技/運営

25



26

試合1週間前／試合当日にやること
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試合運営方針

① 今回の関東ブロックリーグ公式試合は、1日1試合とする。
（リーグ戦前後のトレーニングマッチは該当公同士の相談によって実施できる。）

② フロア内の人数は「原則100名程度」（使用施設のガイドラインが優先）とする。

③ 開催都県内の感染状況を踏まえて開催方法（無観客等）を選択する。

④ 参加チームは、関東バスケットボール協会で協議の上、主催者（JBA）の判断によって
大会出場に関する可否を審議された場合は、その判断に従わなければならない。

⑤ 体育館内（コート）への動線を設定する。
（例︓入口と出口を分ける工夫等）

⑥ 消毒スプレーを配置する。（出入口・TO席・ベンチ等）

⑦ 試合後にベンチを使用チームがアルコール消毒をする。

⑧ ハーフタイムに換気を行い、試合終了後も換気を十分に行う。

⑨ 試合終了後は手指の消毒を行い、マスクを着用しダウンを行う。
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●無観客の場合、大会関係者以外の会場入場禁⽌で開催する
⇒ 保護者の観戦については会場校のルールに従う

① 入場時間前の待機場所の指定（体育館周辺の混雑防⽌）

② 体育館入口付近に受付を設置（テーブル・椅⼦・掲⽰用⽴看板）
▼受付場所の業務
(1) 入場時間以外の体育館内⽴ち入り制限 （検温の徹底のため）
(2) 健康チェック表の回収（会場主任へ提出,JBAのチェックシートを利用）
(3) 入場者の検温チェック（非接触型体温計を参加チームが持参する）

③ 体育館への選手出入口の動線を設定

④ コートの準備（可能な範囲でベンチを広めにする）
試合中（ベンチ選手のマスク着用◎、応援×、タオル共有×、ボトル共有×）

⑤ 更衣室及び更衣エリアの準備

⑥ ベンチ消毒用物品をTO席に準備

開催主管者（ホストチーム）へのお願い事項
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●来校チーム（アウェイチーム）顧問の先生は、主管者（ホストチーム）にルールに従い、
ご協力いただきますようお願いいたします。

① 選手を入場時間前に待機場所に集合させる（マスク着用）

② スタッフ・選手の健康状態を確認し、健康チェックシートを回収する

③ スタッフ・選手全員を、各チームで準備した非接触型体温計で検温する

④ 回収した健康チェックシートをチーム受付の会場責任者へ提出する

⑤ コートでアップを行わせる

⑥ 試合中、スタッフ及びベンチメンバーはマスクを着用すること

⑦ 終了後、ベンチを消毒する ⇒ 主管者（ホストチーム）がアルコール消毒等を準備
※取材依頼が入った場合はご協力をお願いします。

来校チーム（アウェイチーム）顧問の先生へのお願い事項
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入場者（チーム・大会役員・関係者）へのお願い事項

本大会への参加(来場)にあたっては、JBAが定める「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」および
「県教委・高体連ガイドライン」を遵守すること。

① 警戒度1以外は原則無観客試合とするが、会場校のルールを優先する。
※管理職等の学校関係者、公認撮影業者、各校の撮影業者の入場は可能とする。

② ベンチ入りエントリーメンバーはスタッフ3名、選手15名とする。ゲームエントリー以外の部員の観戦は
認めるが、マスクの常時着用とし、応援は禁⽌とする。

③ 公共体育館及び学校施設入館時の共通ルールを遵守する。
(1) 運営スタッフ（大会実行委員会メンバー、都県協会U18部会長）
(2) 大会関係者（JBA、各都県協会 会長・専務理事、開催県が許可した者）
(3) チーム関係者（ゲームエントリー外の部員、開催校の校長が許可した学校関係者）

④ 会場入場時の検温及び手指消毒に協力する。
(1) 入館時に検温し、37.5度以上の発熱や体調不良者は入場できない。（ADカードの発行不可）
(2) 運動中以外はマスクの着用を義務付ける。（ベンチ選手はマスク着用）
(3) 健康チェックシート(試合日の2週間前からの検温、健康チェックが必須)を提出する。
(4) 各チームは入場時間を厳守する。
(5) 館内で飲み物を飲むことはできるが食事は禁⽌とする。
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競技関連①︓競技規則／ユニフォーム規定など

○ 本大会の参加にあたっては、大会要項に記載事項を確認してください。
○ 本大会への参加にあたっては、JBAが定める「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」および

「県教委・高体連ガイドライン」を遵守すること。
○ 競技規則は、2021バスケットボール競技規則（official Basketball Rules2018）による。

【競技規則】 http://www.japanbasketball.jp/referee/rule2021
【TOマニュアル】 http://www.japanbasketball.jp/to/documents

○ 外国籍選手（JBA基本規程に基づく）の出場は、コート上5名のうち1名以内とする。
出場する可能性がある外国籍選手は、公益財団法人日本バスケットボール協会が別途定める「FIBA若年層(18
歳未満)国際移籍申請」を済ませている者とする。必ず大会エントリー期日（9月24日）までに申請手続きを
終えることとし、申請のない選手の出場は認められない。

○ ユニフォームは、2020年11月1日時点の公益財団法人日本バスケットボール協会ユニフォーム規則による。
但し、スポンサー名を入れる場合は、名称や図柄等について未成年が着用するにふさわしいものとし、その
可否は事前にJBAへ提出し、許可を得ること。各チームは濃色・淡色の各ユニフォームを用意し、濃淡同番号
とする。その他、身につけるものは競技規則に準ずる。
【ユニフォーム規則】 https://bit.ly/JBAUniform_new_20201111
【ユニフォーム広告申請書】 https://bit.ly/04_Uniform_applicationform_20210818

※提出先メールアドレス︓ jba-u18league@basketball.or.jp
※着用希望の原則2週間前までに申請をお願いします。

【その他、身に着けるものなど】 http://www.japanbasketball.jp/jba/kitei

http://www.japanbasketball.jp/referee/rule2021
http://www.japanbasketball.jp/to/documents
https://bit.ly/JBAUniform_new_20201111
https://bit.ly/04_Uniform_applicationform_20210818
mailto:jba-u18league@basketball.or.jp
http://www.japanbasketball.jp/jba/kitei
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競技関連②︓大会エントリー／ゲームエントリーチェック方法

○ 本大会に参加申込（大会エントリー）できる選手は、2021年9月末までにJBA登録されている者とし、
事前に、大会エントリー確認表で申請した者とする。
なお、選手の大会エントリ―人数の上限は設けない。
【各チーム大会エントリーメンバー表】https://u18league-kanto2021.japanbasketball.jp/teamlist/

○ 試合毎にゲームエントリー（ベンチ入り）できるスタッフは、コーチ1名、アシスタントコーチ1名、
マネージャー1名の計3名まで、選手の人数は15名までの18名以内とする。

○ 各チームは、試合当日の受付時（原則、試合開始1時間前まで）に、
所定のゲームエントリー用紙（右図）を
会場責任者（大会実行委員会）まで提出し、承認をもらうこと。

https://u18league-kanto2021.japanbasketball.jp/teamlist/
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○ 本大会では、チームをベンチで指揮する者は、JBA公認コーチライセンス（D級以上）を保有している
必要があります。

○ 試合当日のコーチライセンスの運用について、下記の手順で行います。
① 試合開始7分前までに、TO席にて、スコアシートにスタート確認とサインを行ってください。
② スコアシートにサインできるのは参加申込時に「コーチ」登録された方になります。
③ サイン時に「コーチ登録証」を掲⽰してください。
④ サイン時にファーストアシスタントコーチを必ず指定してください。
⑤ コーチは試合中、JBA公認コーチ登録証は見えるように首から提げてください。

【補足事項】

●コーチがJBA公認コーチ登録証（カード）を忘れた場合は、TeamJBAのデジタル登録証で確認すること。

●登録されたコーチが不在になった場合は、会場責任者の承諾のうえ、JBAのガイドライン沿って対応すること。
http://www.japanbasketball.jp/coach/license/
https://bit.ly/coach_licenseStandard_info

＞大会中のコーチ資格保持者不在による報告書（大会参加チーム→大会主催者）
http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_report1.pdf

＞大会中のコーチ資格保持者不在による報告書（大会主催者→JBA）
http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_report2.pdf

競技関連③︓コーチライセンスの運用

http://www.japanbasketball.jp/coach/license/
https://bit.ly/coach_licenseStandard_info
http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_report1.pdf
http://www.japanbasketball.jp/wp-content/uploads/coach_licenseStandard_report2.pdf
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試合当日運営︓受付対応（チーム、関係者、審判、報道関係・撮影）

○ 試合当日、入口付近に、①チーム関係（ゲームエントリー受付）、②大会関係者、③担当審判、④報道関係・
撮影者の受付を設置し、以下の通りご対応いただきますようお願いいたします。

① チーム関係（ゲームエントリー受付）
1、入場前、各チーム持参の体温計で体温を測っていただく
2、健康チェックシートを回収・確認し、TEAM ADカードを確認の上、入場 ※保護者はADカードなしで、各会場で管理
3、ゲームエントリー⽤紙を受け付ける ※スコアシート準備があるので、45分前までに回収
② 大会関係者
1、入場の際、体温を測っていただく
2、健康チェックシートもしくは誓約書を回収・確認
3、関係者受付⽤紙に必要事項をご記入いただく
4、運営スタッフはOFFICIAL、関係者はGUEST ADカードを発行し（要返却の為、発行番号を控える）、会場内へ案内する

④ 報道関係・撮影者
1、入場の際、体温を測っていただく
2、健康チェックシートを回収・確認
3、事前に、JBAに取材・撮影申請書をされているかを確認する ※申請されていない場合：別紙・申請書をご記入いただく
4、名刺を頂戴し、報道関係者受付⽤紙に必要事項をご記入いただく
5、GUEST ADカードを発行し（要返却の為、発行番号を控える）、会場内へ案内する

③ 担当審判
1、入場の際、体温を測っていただく
2、健康チェックシートもしくは誓約書を回収・確認
3、担当審判受付⽤紙に必要事項をご記入いただく
4、今大会初割当かを確認し、審判⽤マスクをお渡しし、着⽤を依頼 ※今大会1人1個までを伝える
5、OFFICIAL ADカードを発行し（要返却の為、発行番号を控える）、審判控室を案内する
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試合当日運営︓取材対応

○ 今大会では、JBAオフィシャルライター・カメラマン他、取材申請があり、JBAもしくは各会場責任者が
認めた場合に、当日、取材対応が入る可能性がございます。

○ 取材対応（インタビュー）は、原則、すべて試合終了後とします。

○ 取材対応（インタビュー）の際には、マスク着用を義務化し、対面での取材はなるべく避けてください。
特に、選手においては体調面を考慮し、クールダウン終了後、着替えを済ませてから行うようしてください。

○ 会場責任者およびチーム責任者は、インタビューが長時間（最大10分程度）にならないように、取材者との
間に入っていただき、ご調整いただきますようご協力のほどお願いいたします。
※長時間になる場合には、JBAへ申請の上、改めて取材いただくようご案内ください。



4．緊急対応

36
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緊急事態対応

○ 試合当日、緊急事態が発生した場合には、直ちに各会場の会場責任者へ連絡し、指⽰を仰いでください。
※勝手に判断をせずに、何かあればご相談ください。

○ 競技規則で対応できない案件に関しては、大会主催者へ連絡し、JBAの判断に従ってください。

試合中のケガや事故について

試合中などにケガが生じた場合は下記の手順で対応します。

① ケガの状態を医事（会場責任者）が判断する。
② 医事（会場責任者）の判断で救急車などの対応する。
③ 出血を伴う案件に関しては試合を即⽌めて、⽌血対応をする。
④ 救急車を呼んだ場合には、原則、会場責任者は同行せず、状況を搬送された方から報告もらうこと。

試合中のトラブルについて

試合中に何か起きた場合は会場責任者で対応します。

（例）
・ユニフォーム規程違反
・会場の器具に関する対応
・ケガの対応 ※救急車
・コーチ不在時の対応
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緊急時対応計画① EAP︓EMERGENCY ACTION PLAN

救急隊 スタッフ
火事ですか?救急ですか? 「救急です。」

住所はどちらになりますか? 「【 】市【 】番地【 】です。」 住所と会場名を言う。

状況を教えてください。 「だれが（傷病者の名前）、いつ（時間）、どこで（施設名）、どうして（ケガ・
病気の原因）、どうなった（傷病者の状態）」 を伝える。

お使いの電話番号は? 「○○○-○○○-○○○○です。」 使⽤している電話番号を言う。

あなたのお名前は? 「○○です。」

どこへ行けばよいですか? 「○○へお願いします。」 「スタッフが誘導します。」

救急車が到着するまでにしておくべきことがあるかどうかを聞く。

○ 次の場合は、直ちに救急車（119番）を呼んでください。

●意識障害︓意識がない、もうろうとしている ●激痛の持続するもの
●呼吸停⽌・呼吸困難 ●多量の出血を伴うもの
●頭痛︓頭を強く打って嘔気・嘔吐がある時 ●大きな開放創をもつもの
●頭痛︓今まで経験したことのないような強い痛みがある時 ●けいれんを起こしている時
●広範囲の火傷を受けたもの ●骨折の疑いがある時
●その他、判断に迷う時には119番通報する

1．「119番」をかけた時の電話対応について
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その他

緊急時対応計画② EAP︓EMERGENCY ACTION PLAN

2．救急車を要請したら

(1) 役割分担をして、傷病者の手当てと状況の現場の管理を行う。
① 傷病者の手当て・観察
② 救急車の誘導
③ AEDの準備
④ 傷病者の「健康チェックシート」「保護者同意書」「問診票」を準備し、写メ等撮影して控えをもっておく。
⑤ 緊急連絡先への連絡
⑥ 大会主催者へ連絡

(2) 注意事項
① 頚椎（首）のケガが疑われる場合、声をかけて意識を確認し、動かさずに救急車の到着を待つ
② 嘔吐がある場合は身体を横にする

3．救急車を到着したら
① 傷病者に行った手当ての内容を報告
② 健康チェックシート、保護者同意書、問診票を渡す
③ 救急車には、傷病者についてよく知っている者、保護者に対応するスタッフが同乗する

4．緊急対応が終わったら
会場責任者は報告書等を作成し、大会主催者へ連絡する。




